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 関西学院大学理工学部化学科の山田英俊教授と若森晋之介助教のグループは、連結したグルコースの

環状体、シクロデキストリンが、グルコース 3、4 個で構成された場合でも存在することを実証しまし

た。一般的なシクロデキストリンは、グルコース 6~8 個でできており、3、4 個の環状体では構造が歪む

ため、存在できないとされてきました。本研究では、両者を化学合成して、その存在を実証しました。

合成には、グルコース分子の柔軟化という新概念が役立っています。 
シクロデキストリンは、環状体の中央部に様々な化合物を吸着するため、味の調整や消臭剤などとし

て一般家庭で使われる製品にも広く利用されています。最小のシクロデキストリンには、より小さな化

合物を吸着する可能性があり、応用が期待されます。 
この研究成果は、4 月 11 日（木）14:00＝米国東部時間＝、Science 誌の選ばれた論文「First Release」

として，ホームページ上で先行公開されます。 
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最小のシクロデキストリンの存在を実証 

―グルコースを柔らかくする方法の創出で合成に成功― 
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【内 容】 

シクロデキストリン（CD）は，環状化した α-1–4-D-グ

ルコピラノシドのオリゴマーで，6~8 量体（CD6~CD8）

が主に知られており，それぞれ α-，β-，γ-CD と呼ばれて

います。これらは D-グルコースだけで構成されるため毒

性がなく，酵素法で大量合成されるため安価であること

から，科学研究だけではなく一般製品にも，主にその包

摂能を用いて広く活用されています。より大きな CD は

CD35 まで構造が確定されており，さらに CD 数百まで

存在することも知られています。小さな方では CD5 が

最小です。さらに小さな CD3 と CD4 は，α-1–4- D-グル

コピラノース本来の安定な立体配座を保つことが難し

く，その存在はこれまで疑問視されてきました。本研究

では，CD3 と CD4 の存在を有機合成化学を用いて実証

しました。両者を合成できた要因は，グルコピラノース

環を柔軟化する方法の創出にあります。すなわち，グル

コースは，その 3 位および 6 位酸素を EDB 基と呼ばれ

る適切な長さの分子構造で架橋すると，柔軟化すること

を発見しました。また架橋した EDB 基はピラノース環

の β面を跨いで β面での立体障害となり，CD 合成に不

可欠なグリコシル化反応に α-選択性を提供しました。こ

の柔軟化と反応時の選択性によって，歪んだ構造を持つ

CD3 と CD4 の合成が可能になりました。CD3 と CD4 の

発見は，包摂現象を用いた応用範囲を，汎用 CD には包

摂されない小さな化学物質へも拡大できる可能性を示

しています。 
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